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図 ラテラル・ブラックリピッドメンブレンを用いた膜電位感受性色素の特性解析 

 

膜電位感受性色素は膜電位を感知し発光の

スペクトルを変化させることでニューロン

の活動電位を可視化するプローブであるが、

その発光強度、感度、応答速度などが十分で

はなく、改良研究が行われている。新しく合

成されたプローブは、多くの場合直接細胞に

投与することで特性解析が行われるが、再現

性が悪い、細胞膜の組成を変えられないなど

の問題がある。そこで本研究では、脂質二重

膜を水平に作成することで電気化学測定と

光学顕微鏡を組み合わせることができる手

法（ラテラル・リピッドメンブレン）を膜電

位感受性色素の特性解析に応用した。1 その

際、スフェリカル・アブレーションがこの系

に与える影響を調べ回避することで色素の

検知精度を上げた。2 この手法を用い脂質の

種類が色素発光に与える影響を調べたとこ

ろ、脂質の電荷が di-4-ANEPPSという色素の

特性を劇的に変化させることが分かった。こ

の結果は、細胞の種類や状態によって色素の

特性が変化していることを示唆し、色素のユ

ーザーがカリブレーションを頻繁に行うこ

との重要性を改めて示すものである。 
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